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1 はじめに
オフセット直交振幅変調 (offset quadrature ampli-

tude modulation: OQAM)を用いたフィルタバンクマ
ルチキャリヤ (filterbank multicarrier: FBMC)方式は
優れたスペクトル特性を実現できる [1].ロールオフ率 α

とチューニングパラメータ β の 2つのパラメータを持
つパワーロールオフパルスはナイキストの第 1基準を
満たすため，適切な一定間隔のサンプリングで符号間
干渉を生じない [2]．α = 1.0，β = 2.0のこのパルスを
OQAM-FBMC 方式に適用すると，従来より短いオー
バーラッピングファクタで従来の OQAM-FBMC方式
よりスペクトル特性が向上することが分かっている [3]．
　本研究では，OQAM-FBMC方式にパワーロールオフ
パルスを適用したときのピーク対平均電力比 (peak-to-

average power ratio: PAPR)を求め，この方法がPAPR

の悪化を引き起こすことのない有効な手法であること
を明らかにする．
2 OQAM-FBMC方式
送信信号 x(t)は次式で表される [3]．

x(t) =

M−1∑
m=0

jmhm(t) ∗ b(R)
m (t)

+ δ(t− 1

2
T ) ∗

M−1∑
m=0

jm+1hm(t) ∗ b(I)m (t) (1)

このとき，b
(R)
m (t)と b

(I)
m (t)は次式で表される．

b(R)
m (t) =

∞∑
n=−∞

b(R)
m,nδ(t− nT ) (2)

b(I)m (t) =

∞∑
n=−∞

b(I)m,nδ(t− nT ) (3)

ここで，M はサブキャリヤ数，bm,nはm番サブキャリ
ヤによって送信される n番メッセージシンボル，b

(R)
m,n，

b
(I)
m,nはそれぞれ bm,nの実部と虚部，T はメッセージシ
ンボル長 [s]，Lはオーバーラッピングファクタである．
hm(t) = h(t)ej

2πmt
T はm番サブキャリヤにおける波形

整形フィルタ，h(t)は基となるプロトタイプフィルタで
従来は PHYDYASのフィルタが用いられる [3]．
3 パワーロールオフパルス
パワーロールオフパルス hp(t)は次式で表される [2]．

hp(t) =
sin(2πBt)
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·
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·
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}
　(4)

ここで，B = 1/(2T )，0 ≤ α ≤ 1，β ≥ 0 である．
(u)0 = 1, (u)n = u(u+ 1)(u+ 2) · · · (u+ n− 1)とする
と，超幾何関数 1F2(a; b1, b2; c)は次式で表される．

1F2(a; b1, b2; c) =

∞∑
n=0

(a)n
(b1)n(b2)n

· c
n

n!
(5)

本研究では h(t)に hp(
3
2 t) (|t| ≤

3
2T )を適用する．

4 性能評価
サブキャリヤ数 M = 512，メッセージシンボルを

QPSK，ロールオフ率 α = 1.0，チューニングパラメー
タ β = 0, 0.3, 0.6, 1.0, 2.0，オーバーラッピングファク
タ L = 3とした OQAM-FBMC方式の PAPRの相補
累積分布関数 (complementary cumulative distribution

function: CCDF)特性を図 1に示す．検討した方式の
PAPRは従来のOQAM-FBMC方式より βの値が小さ
いと悪化する傾向があるが，優れたスペクトル特性が得
られる α = 1.0，β = 2.0では従来のOQAM-FBMC方
式と同等の PAPRが得られた．
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図 1 β と PAPRの CCDFの関係 (α = 1.0)

5 まとめ
本研究では，従来のOQAM-FBMC方式とパワーロー

ルオフパルスを適用したOQAM-FBMC方式を比較し，
L = 3，α = 1.0，β = 2.0の方式がピーク電力特性を悪
化させることなくより良いスペクトル特性を実現でき
る優れた手法であることを明らかにした．
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